
日
蓮
聖
人

の
書
簡
執
筆

に

つ
い
て
の
統
計

は
じ
め
に

日
蓮

聖
人
は
積
極
的
な
布
教
活
動
を
し
た
こ
と
で
知
ら
れ
て
い
る

が
、
特

に
精
力
的
な
執
筆
活
動
を
し
た
こ
と
は
、
著
作

・
書
簡

・
図
表

が
合
計

で
約
九
百
あ
る
こ
と
が
示
し
て
い
る
。
有
力
檀
越

の
富
木
常
忍

は
下
総
国
守
護
千
葉
氏
の
有
力
被
官

(事
務
官
僚
)
で
あ
り
、
日
蓮
聖

人
の
真
筆
を
厳
重

・
正
確
に
保
管
し
た
の
で
、
『立
正
安
国
論
』
『観
心

本
尊
抄
』
な
ど
の
多
く
の
真
筆
が
現
在
に
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
弟

子
た
ち
も
大
切
に
真
筆
遺
文
を
保
管
し
た
。
こ
の
た
め
真
筆
が
数
多
く

現
存
し
て
お
り
、
真
筆
が
完
全
に
現
存
し
て
い
る
著
作
、
数
行
が
現
存

し
て
い
る
場
合
な
ど
、
信
頼
性

の
高

い
遺
文
は
六
百
を
超
え
る
。

渡
辺
宝
陽
博
士
、
小
松
邦
彰
博
士

の

『
日
蓮
聖
人
全
集
』
全
七
巻

(春
秋
社
)
に
は
信
憑

性
の
高

い
著
作

・
書
簡
を
約
二
百
八
十
篇
収
録
し

て
い
る
が
、
書
簡
だ
け
を
取
り
上
げ
て
執
筆
の
目
的
を
集
計
す
る
こ
と

は
き
わ
め
て
難
し
い
作
業
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
書
簡
執
筆
の
目

的
を
検
討
す
る
こ
と
を
主
眼
と
し
て
、
あ
え
て
分
類
を
試
み
て
み
た
と

印
度
學
佛
教
學
研
究
第
五
十
四
巻
第

一
号

平
成
十
七
年
十
二
月

関

戸

尭

海

こ
ろ
、
『
日
蓮
聖
人
全
集
』
約
二
百
八
十
篇

の
中
で
約
二
百
六
十
篇
が

書
簡

の
性
格
を
持

つ
遺
文
で
あ
る
と
思
わ
れ

る
。
い
う
ま
で
も
な
く
今

回
の
考
察

は
あ
く
ま
で
も
目
安
と
な
る
数
値

で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る

が
、
日
蓮
聖
人
の
書
簡
が
ど
の
よ
う
な
目
的

に
よ
っ
て
書
か
れ
た
か
と

い
う
問
題
に
つ
い
て
試
論
を
提
示
し
て
み
た
い
。

『千

日
尼
御
前
御
返
事

』
に

つ
い
て

日
蓮
聖
人
の
書
簡
の
多
く
は
信
徒
か
ら
の
供
養
の
お
礼
で
あ
る
。
短

編

の

「礼
状
」
と
し
て
の
書
簡
も
多

い
が
、
あ
わ
せ
て
法
門
を
教
示
し

て
い
る
場
合
も
多
い
。
千
日
尼
は
佐
渡
の
阿
仏
房
日
得
の
妻
で
あ
る
が
、

『千
日
尼
御
前
御
返
事
』
は
真
蹟
二
四
紙
が
佐
渡

の
妙
宣
寺
に
あ
り
、

「佐
渡
国
府
阿
仏
房
尼
御
前
」
と
宛
名
が
記
載

さ
れ
る
の
で

「佐
渡
阿

仏
房
御
書
」
と
も
称
す
身
延
山
か
ら
千
日
尼

へ
宛
て
た
書
簡
。
こ
こ
で

『千
日
尼
御
前
御
返
事
』
を
み
て
、
書
簡
執
筆

の
目
的
に
つ
い
て
考
え

て
み
た
い
。

『千
日
尼
御
前
御
返
事
』
の
冒
頭
に
は
、

2
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日
蓮
聖
人
の
書
簡
執
筆
に
つ
い
て
の
統
計

(関

戸
)

弘
安
元
年
太
歳
戊
寅
七
月
六
日
、
佐
渡
の
国
よ
り
千
日
尼
と
申
す
人
、
同

じ
日
本
国
甲
州
波
木
井
郷
の
身
延
山
と
申
す
深
山
へ
、
同
じ
夫
の
阿
仏
房

を
使
と
し
て
送
り
給
ふ
御
文
に
云
く
、
女
人
の
罪
障
は
い
か
が
と
存
じ
候

へ
ど
も
、
御
法
門
に
法
華
経
は
女
人
の
成
仏
を
さ
き
と
す
る
ぞ
と
候
し
を
、

万
事
は
た
の
み
ま
い
ら
せ
候
て
等
云
云
。

(『昭
和
定
本
』

一
五
三
八
頁

・
真
蹟
現
存
)

と
あ
り
、
夫
の
阿
仏
房
が
身
延

へ
参
詣
し
た
お
り
、
千
日
尼
か
ら
の
書

簡
を
阿
仏
房
が
持
参
し
て
来
た
の
で
、
そ
の
返
事
を
記
し
て
お
り
、
千

日
尼
が
女
人
成
仏
に
つ
い
て
の
質
問
を
し
て
き
た
こ
と
が
分
か
る
。

【『法
華
経
』
の
概
要
】
ま
ず

「『法
華
経
』
の
概
要
」
に
つ
い
て

鳩
摩
羅
什
と
申
せ
し
人
、
彼
国
よ
り
月
氏
に
入
り
、
須
利
耶
蘇
磨
三
蔵
と

申
せ
し
人
に
此
の
法
華
経
を
さ
つ
か
り
給
ひ
き
。
そ
の
授
け
給
ひ
し
時
の

御
語
に
云
く
、
此
の
法
華
経
は
東
北
の
国
に
縁
ふ
か
し
と
云
云
。
此
の
御

語
を
持
ち
て
月
氏
よ
り
東
方
漢
土

へ
は
わ
た
し
給
ひ
候
し
な
り
。

(『昭
和
定
本
』
一
五
三
九
頁

・
真
蹟
現
存
)

と
鳩
摩
羅
什
が
亀
茲
国
か
ら
イ
ン
ド
に
入
り
、
須
利
耶
蘇
磨
三
蔵
か
ら

『法
華
経
』
を
授
か
り
、
授
け
る
時
に
須
利
耶
蘇
磨
が

「こ
の

『法
華

経
』
は
東
北
の
方
向
に
あ
る
国
に
縁
が
深
い
」
と
鳩
摩
羅
什
に
言

っ
た

の
で
、
イ

ン
ド
か
ら
東
方
の
中
国

へ

『法
華
経
』
を
伝
え
た
の
で
あ
る

等
々
と
述

べ
て
、
『法
華
経

』
が
イ
ン
ド
か
ら
中
国
を
経
て
日
本

へ
と
伝

来
し
た

こ
と
や
、
『無
量
義
経
』
「四
十
余
年
未
顕
真
実
」
の
文
や

『法

華
経
』
方
便
品

・
宝
塔
品

・
神
力
品
な
ど
か
ら
引
用
し
て
、
『法
華
経
』

が
諸
経
典

の
中
で
も
最
も
す
ぐ
れ
た
経
典
で
あ
る
こ
と
を
論
じ
る
。

【女
人
成
仏
】
提
婆
達
多
品
の

「女
人
成
仏
」
に
つ
い
て

第
五
の
巻
に
即
身
成
仏
と
申
す

一
経
第

一
の
肝
心
あ
り
。
譬
へ
ぼ
く
ろ
き

物
を
白
く
な
す
事
漆
を
雪
と
な
し
、
不
浄
を
清
浄
に
な
す
事
、
濁
水
に
如

意
珠
を
入
れ
た
る
が
ご
と
し
。
龍
女
と
申
せ
し
小
蛇
を
現
身
に
仏
に
な
し

て
ま
し
ま
し
き
。

(『昭
和
定
本
』

一
五
四
一
頁

・
真
蹟
現
存
)

と
あ
り
、
『法
華
経
』
第
五
巻

の
提
婆
品
で
、
即
身
成
仏
と
い
う

『法

華
経
』

の
中

で
第

一
の
肝
心
な
法
門
が
説
か
れ
た
の
で
、
方
便
品
で
す

べ
て
の
衆
生
が
み
な
仏
に
成
る
こ
と
が
説
か
れ
た
が
、
現
実

の
証
拠
が

な
か
っ
た
点
に
つ
い
て
、
こ
れ
で
は
っ
き
り
し
た
と
い
う
。
そ
れ
は
黒

い
漆
を
雪

の
よ
う
に
白
く
し
た
り
、
不
浄
の
濁
水
に
清
浄
な
如
意
宝
珠

を
入
れ
て
き
れ
い
に
し
た
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
て
、
龍
女
と
い
う
小
蛇

を
現
身
に
即
し
て
仏

に
な
さ
し
め
ら
れ
た
こ
と
に
よ
っ
て
確
証
さ
れ
た

と
述
べ
る
。

【念
仏
信
仰
を
批
判
】
日
本
国
の
人
々
は
間
違

っ
た
信
仰
を
持

っ
て
い

る
こ
と
に
つ
い
て

さ
れ
ば
日
本
国
の
一
切
の
女
人
法
華
経
の
御
心
に
叶
ふ
は
一
人
も
な
し
。

我
悲
母
に
詮
と
す
べ
き
法
華
経
を
ば
唱
へ
ず
し
て
弥
陀
に
心
を
か
け
ぼ
、

法
華
経
は
本
な
ら
ね
ぼ
た
す
け
給
ふ
べ
か
ら
ず
。
弥
陀
念
仏
は
女
人
た
す

く
る
法
に
あ
ら
ず
。
(『昭
和
定
本
』

一
五
四
三
頁

・
真
蹟
現
存
)

と
あ
り
、
日
本
中
の
す
べ
て
の
女
性
の
な
か
で

『法
華
経
』
の
御
心
に

か
な
っ
た
人
は

一
人
も
い
な
い
と
し
、
わ
が
悲
母
の
た
め
に
頼
る
べ
き
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『
法

華

経

』

を
唱

え

ず

、
弥

陀

に

心

を

か

け

て

い
た

な

ら

ぼ

、

母

を

助

け

る

こ

と
も

で

き
な

い
と

述

べ
、

弥

陀
念

仏

は

女

性

を

助

け

る
法

で

は

な

い
と

す

る
。

【諸

天

の
守

護

】

多

宝

仏

・
十

方

の
諸

仏

・
菩

薩

・
二

乗

・
梵

天

・

帝

釈

・
四

天

王

・
日

天

・
月

天
等

は
、

仏

前

で
法

華

経

の
行

者

を

守

護

す

る

こ
と

を

誓

っ
て

い
る

の
に
、

迫

害

に

あ

う

の
は

日

蓮

聖

人

が

間

違

っ
て

い
る

の
だ

ろ
う

か

と
問

い
か
け

て
、

こ
ゝ

に
日
蓮

願
て
云
く

日
蓮

は
全
誤

な
し
。

設

ひ
僻
事

な
り
と
も
日
本

国

の

一
切

の
女
人

を
扶
ん
と
願
せ
る
志

は
す
て
が
た

か
る

べ
し
。
何
か

に

況
や
法
華
経

の
ま
ゝ

に
申

す
。
而

る
を

一
切

の
女
人
等
信
ぜ
ず

ぼ
さ

て
こ

そ
有
る

べ
き

に
、
か

へ
り

て
日
蓮
を
う
た
す
る
、

日
蓮

が
僻

事
か
。

(『
昭
和
定
本
』

一
五
四
四
頁

・
真
蹟
現
存
)

と

、

日

本

中

の
す

べ

て

の
女

性

を

扶

け

よ

う

と

願

っ
て
立

て
た

志

は
捨

て
が

た

い
も

の

で
あ

り

、

『
法
華

経

』

に
説

か
れ

て

い
る

通

り

に
申

し
立

て

て

い

る

の
だ

か
ら

、

必

ず

諸

天

の
守

護

が
得

ら

れ

る

こ

と

を
述

べ
て

い
る
。

【千

日

尼

は

母

の
生

ま
れ

か

わ
り

か
】

佐

渡

流

罪

の
窮

地

を

救

っ
て
く

れ

た

千

日

尼

は
悲

母

の
生

ま
れ

か

わ
り

の
よ
う

に
思

え

る
と

し

て
、

地

頭

々
々
等

念
仏
者

々
々
々
等
、
日
蓮

が
庵
室

に
昼
夜

に
立
ち
そ

い
て

か
よ

(通
)
う
人
あ
る
を
ま
ど
わ
さ
ん
と
せ

め
し

に
、
阿
仏

房

に
ひ

つ

(櫃
)

を
し
を
わ

せ
、

夜
中

に
度

々
御
わ
た
り
あ
り

し
事

、

い

つ
の
世
に
か
わ
す

ら

む
。
ロ
バ
悲
母

の
佐
渡

の
国

に
生
れ
か
わ
り
て
有

る
か
。

日
蓮
聖
人

の
書
簡

執
筆
に

つ
い
て
の
統
計

(関

戸
)

(『昭
和
定
本
』

一
五
四
五
頁

・
真
蹟
現
存
)

と
、
地
頭
と
い
う
地
頭
、
念
仏
者
と
い
う
念
仏
者
が
、
日
蓮
聖
人
の
庵

室
に
昼
夜
に
立
ち
添

っ
て
、
尋
ね
て
来
る
人
々
を
迷
わ
せ
、
日
蓮
聖
人

に
会
わ
せ
な
い
よ
う
に
妨
害
し
て
い
る
な
か
で
、
千
日
尼
は
夫

の
阿
仏

房
に
櫃
を
背
負
わ
せ
て
、
夜
暗
に
ま
ぎ
れ
た
び

た
び
尋
ね
て
来

て
く
れ

た
こ
と
は
、
い
つ
の
世
に
な

っ
て
も
忘
れ
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
述
べ
、

日
蓮
聖
人
の
母
が
佐
渡
の
国

へ
生
ま
れ
か
わ

っ
て
こ
の
よ
う
に
し
む
け

て
く
れ
て
い
る
と
思
え
る
と
い
う
。

【身
延
の
三
度

の
訪
問
に
感
謝
】
遠
く
身
延

へ
阿
仏
房
が
三
度
も
来

訪
し
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
、

去
ぬ
る
文
永
十

一
年
よ
り
今
年
弘
安
元
年
ま
で
は
す
で
に
五
ケ
年
が
間
、

此
山
中
に
候
に
、
佐
渡
の
国
よ
り
三
度
ま
で
夫
を
つ
か
わ
す
。
い
く
ら
ほ

ど
の
御
心
ざ
し
そ
。
大
地
よ
り
も
あ
つ
く
大
海
よ
り
も
ふ
か
き
御
心
ざ
し

そ
か
し
。

(『昭
和
定
本
』

一
五
四
五
～
六
頁

・
真
蹟
現
存
)

と
あ
り
、
人
間
と
い
う
も
の
は
遠
く
離
れ
て
し
ま
う
と
、
つ
い
疎
遠
に

な

っ
て
し
ま
う
も
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
な
の
に
去
る
文
永
十

一
年

(
一

二
七
四
)
よ
り
今
年
弘
安
元
年

(
一
二
七
八
)

ま
で
の
五
か
年
の
問
に
、

身
延
山

へ
佐
渡

の
国
か
ら
三
度
も
阿
仏
房
を
旅
立
た
せ
ら
れ
た
こ
と

は
、
さ
な
が
ら
大
地
よ
り
も
厚
く
大
海
よ
り
も
深
い
御
心
ざ
し
で
あ
る

と
し
て
、
霊
山
浄
土
に
も
来
訪
す
る
よ
う
に
と
述
べ
る
。

【十
三
回
忌
の
供
養
】
尼
の
父
の
十
三
回
忌
の
供
養
に
銭

一
貫
文
が
贈

ら
れ
た
こ
と
に
御
礼
を
述
べ
、
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日
蓮
聖
人
の
書
簡
執
筆
に
つ
い
て
の
統
計

(関

戸
)

御
消
息
に
云
く
、
尼
が
父
の
十
三
年
は
来
る
八
月
十

一
日
。
ま
た
云
く

ぜ
に

一
貫
も
ん
等
云
云
。
あ
ま
り
の
御
心
ざ
し
の
切
に
候
へ
ぼ
、
あ
り
え

て
御
は
し
ま
す
に
随
ひ
て
法
華
経
十
巻
を
く
り
ま
い
ら
せ
候
。

(『昭
和
定
本
』

一
五
四
六
頁

・
真
蹟
現
存
)

と
あ
り
、

あ
ま
り
に
御
心
ざ
し
が
尊

い
の
で
、
手
元
に
置

い
て
あ
る

『法
華
経
』
十
巻
本
を
贈
呈
す
る
こ
と
に
す
る
と
い
う
。

【
一
谷
入
道
の
死
去

の
報
に
つ
い
て
】
佐
渡

の
一
谷
入
道
が
亡
く
な
っ

た
こ
と
に
つ
い
て
、

さ
わ

(谷
)
の
入
道
の
事
な
げ
く
よ
し
尼
ご
ぜ
ん
へ
申
し
つ
た
へ
さ
せ
給

へ
。

(『昭
和
定
本
』

一
五
四
七
頁

・
真
蹟
現
存
)

と
述
べ
、
深
く
哀
悼

の
意
を
表
し
て
い
る
と
、
亡
く
な
っ
た
入
道
の
尼

御
前
に
お
伝
え
願

い
た
い
と
す
る
。

こ
の
よ
う
に

『千
日
尼
御
前
御
返
事
』
に
つ
い
て
み
て
も
、

一
篇
の

書
簡
に

い
く
つ
も
の
内
容
が
込
め
ら
れ
て
い
る
が
、

こ
こ
で
の
主
眼
は

千
日
尼
の
質
問
に
答
え
た

「女
人
成
仏
」
に
あ
る
と
捉
え
た
い
。

書

簡
執
筆

の
目
的

に

つ
い
て

『千
日
尼
御
前
御
返
事
』
を
検
討
し
た
の
と
同
様
な
作
業
を
重
ね
る

と
、
日
蓮

聖
人
が
書
簡
を
書
い
た
目
的
に
つ
い
て
は
、
お
お
む
ね
以
下

の
よ
う
に
分
類
で
き
る
と
思
わ
れ
る
。

①

『
立
正
安
国
論
』
に
関
連
し
て

(+
二
篇
)
『金
吾
殿
御
返
事
』
(文

永
七
年
)
等

日
蓮
聖
人
は
文
応
元
年

(
一
二
六
〇
)
に

『
立
正
安
国
論
』
を
鎌
倉

幕
府
に
上
呈
し
た
。
『立
正
安
国
論
』
で
は
災
難

の
原
因
は
民
衆
が
釈

尊

の
本
意
で
あ
る

『法
華
経
』
で
は
な
く
、
念
仏
な
ど
の
他
宗
派
を
信

仰
し
て
い
る
と
批
判
し
た
。
こ
の
た
め
、
『
立
正
安
国
論
』
上
呈
を
契
機

と
し
て
度
重
な
る
追
害
を
受
け
る
こ
と
に
な
る
。
日
蓮
聖
人
に
と
っ
て

『立
正
安
国
論
』
は
、
初
期

の
重
要
な
著
作
で
あ

る
が
、
『立
正
安
国
論
』

に
関
連
す
る
十
二
篇

の
書
簡
が
文
応
元
年
以
降

に
み
え
る
。

②
他
の
遺
文
に
関
連
し
て

(五
篇
)
『正
当
此
時
御
書
』
(文
永
十
年
)
等

『観
心
本
尊
抄
』
な
ど
他

の
著
作

に
言
及
し
て
い
る
書
簡
が
弘
長
三

年

(
一
二
六
三
)
以
降
数
篇
あ
る
。

③
典
籍
の
収
集
を
依
頼

(五
篇
)
『十
住
毘
婆
沙
論
尋
出
御
書
』
(正
元

元
年
)
等

参
考
書
籍
を
持

っ
て
く
る
よ
う
に
弟
子
に
依
頼
し
て
い
る
。

こ
の
よ

う
な
書
簡
は
早
い
時
期
か
ら
み
え
、
『
立
正
安
国
論
』

の
執
筆
な
ど
の

研
究
活
動

の
た
め
に
書
籍
が
必
要
だ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。

④
法
難
に
つ
い
て

(十
七
篇
)
『土
木
殿
御
返
事
』
(文
永
八
年
)
等

当
時
は
蒙
古
襲
来

の
危
機
が
迫

っ
て
い
た
。
幕
府
は
国
内
を
平
穏
に

す
る
こ
と
に
努
力
し
て
い
た
が
、
日
蓮
聖
人
の
教
団
は
大
き
く
伸
張
し
、

同
時
に
他
宗
派
か
ら
の
厳
し
い
批
判
が
あ
っ
た
。
静
観
で
き
な
く
な

っ

た
幕
府
は
、
日
蓮
聖
人
を
逮
捕
し
佐
渡
島
に
流
罪
し
た

(文
永
八
年
)。

こ
の
こ
ろ
、
流
罪
に
関
す
る
書
簡
が
多
く
な
っ
て
い
る
。
弘
安
二
年

(
一

二
七
九
)
に
は
熱
原
で
弟
子
と
信
徒
が
悲
惨
な
迫
害
に
あ
っ
て
お
り

(熱
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原
法
難
)
、
弘
安
二
年
以
降
に
は
、
こ
の
法
難
に
関
し
て
弟
子
を
励
ま
す

書
簡
が
あ
る
。

⑤
他
宗

と
の
法
論
に
つ
い
て

(六
篇
)
『行
敏
訴
状
御
会
通
』
(文
永
八

年
)
等

弟
子
や
信
徒
の
中
に
他
宗
派
と
論
争
す
る
者
が
い
た
。
日
蓮
聖
人
は

詳
細
な
注
意
を
彼
ら
に
送

っ
て
い
る
。
誤
解
を
招
く
こ
と
が
多

い
の
で
、

私
的
な
論
争
は
避
け
る
よ
う
に
弟
子
に
教
示
し
て
い
る
。

⑥
現
況
報
告

・
草
庵

で
の
活
動
に
つ
い
て

(十
七
篇
)
『
庵
室
修
復
書
』

(建
治
三
年
)
等

文
永
十

一
年

(
一
二
七
四
)
に
日
蓮
聖
人
は
身
延
山
に
入
山
し
た
。
生

活
の
様
子
を
知
む
せ
る
書
簡
。

⑦
日
本

の
動
静

・
自
然
災
害

・
蒙
古
問
題

(十
三
篇
)
『大
風
御
書
』
(弘

安
四
年
)
等

身
延
山
か
ら
送
ら
れ
た
書
簡
に
は
日
本
の
動
向

・
自
然
災
害

・
疫
病

に
つ
い
て
書
か
れ
て
い
る
。

⑧
新
年

の
挨
拶

(二
篇
)
『春
の
始
御
書
』
(弘
安
五
年
)
等

新
年

の
挨

拶

の
書
簡
。

⑨
信
仰
生
活

・
法
門
教
示

(三
十
九
篇
)
『宝
軽
法
重
事
』
(建
治
二
年
)

等
信
徒
が
贈

っ
た
供
養
の
品
に
は
信
仰
生
活
に
関
す
る
質
問
が
添
え
ら

れ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
。

⑩
女
人
成
仏

(九
篇
)
『法
華
題
目
鈔
』
(文
永
三
年
)
等

日
蓮
聖
人
の
書
簡
執
筆
に
つ
い
て
の
統
計

(関

戸
)

『法
華
経
』
の
提
婆
達
多
品
第
十
二
に
は
女
人
成
仏
が
説
か
れ
る
が
、

女
性
に
宛
て
た
書
簡
に
は
女
人
成
仏
に
言
及
し

て
い
る
例
が
あ
る
。
女

性
か
ら
の
質
問
に
答
え
た
と
思
わ
れ
る
。

⑪
他
宗
批
判

(七
篇
)
『太
田
殿
許
御
書
』
(文
永
十
二
年
)
等

他
宗
を
批
判
す
る
書
簡
が
あ
る
。
他
の
宗
派

か
ら
改
宗
し
て
き
た
信

徒
に
宛
て
た
と
考
え
ら
れ
る
。

⑫
問
注
の
心
得

(二
篇
)
『問
注
得
意
鈔
』

(文
永
六
年
)
等

弟
子
や
信
徒
に
問
注
所
で
の
細
か
い
注
意
を
与
え
て
い
る
。

⑬
信
徒
の
病
気

(十
五
篇
)
『南
條
兵
衛
七
郎
殿
御
書
』
(文
永
元
年
)
等

病
気
の
信
徒
に
宛
て
た
書
簡
が
多
く
あ
る
。
日
蓮
聖
人
は

『
法
華
経
』

の
信
仰
を
持

つ
こ
と
と
、
医
学
的
な
治
療
を
受

け
る
こ
と
を
彼
ら
に
勧

め
て
い
る
。

⑭
親
し
い
人
を
亡
く
し
て

(二
十
篇
)
『上
野
殿
母
尼
御
前
御
返
事
』
(弘

安
三
年
)
等

身
近
な
人
を
亡
く
し
た
信
徒
を
慰
め
る
書
簡

が
多
い
。
最
愛
の
人
を

失
っ
た
嘆
き
が
知
ら
れ
る
。

⑮
家
族

の
問
題

(十
四
篇
)
『兵
衛
志
殿
御
返
事
』

(弘
安
元
年
)
等

家
族
の
問
題
に
つ
い
て
書
か
れ
た
書
簡
が
あ
る
。
池
上
兄
弟
は
信
仰

の
問
題

で
父
親
に
勘
当
さ
れ
た
が
、
日
蓮
聖
人

の
指
導
で
父
の
信
頼
を

回
復
し
た
。

⑯
訪
問
や
供
養
に
対
す
る
御
礼

(四
+
七
篇
)
『十
字
御
書
』
(弘
安
元
年
)

信
徒
の
来
訪
を
感
謝
す
る
書
簡
が
多
く
あ
る
。
身
延
山
を
訪
れ
る
信
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日
蓮
聖
人
の
書
簡
執
筆
に
つ
い
て
の
統
計

(関

戸
)

徒
が
多
か

っ
た
こ
と
が
分
か
る
。

⑰
仏
事
法
要

・
追
善
供
養

・
厄
年

(
十
三篇
)
『木
絵
二
像
開
眼
之
事
』

(文
永
十
年
)
等

仏
事

に
つ
い
て
指
導
す
る
書
簡
が
多
く
あ
る
。
故
人
の
供
養
の
法
会

に
つ
い
て
語
る
例
が
い
く

つ
か
み
え
、
厄
年
に
つ
い
て
質
問
し
て
き
た

女
性
が

い
た
こ
と
も
分
か
る
。

⑱
仕
事

の
悩
み

・
主
君
と
の
関
係
な
ど
(
十
篇
)
『崇
峻
天
皇
御
書
』

(建
治
三
年
)
等

仕
事
上
の
悩
み
を
指
導
し
た
書
簡
が
い
く

つ
か
あ
る
。
主
君
と
家
臣

の
関
係

に
よ
る
悩
み
が
多

い
。

⑲
金
銭

の
悩
み

(三
篇
)
『
一
谷
入
道
御
書
』
(建
治
元
年
)
等

信
徒

に
お
金
を
用
意
し
て
い
る
例
が
あ
る
。
佐
渡
で
日
蓮
聖
人
に
旅

費
を
借
り
た
女
性
が
い
た
。

⑳
そ
の
他

『忘
持
経
事
』
(建
治
二
年

・
一
二
七
六
)

富
木
常

忍
は
大
切
な
お
経
を
忘
れ
て
し
ま
い
、
日
蓮
聖
人
に

「日
本

第

一
の
忘
れ
物
の
人
」
と
称
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
着
物
を
送

っ
て
欲

し
い
と

い
う
日
蓮
聖
人
の
依
頼
状
も
あ
る
。

お
わ
り

に

以
上

の
よ
う
に
、
日
蓮
聖
人
が
弟
子
や
信
徒
た
ち
の
色
々
な
質
問
に

つ
い
て
親

切

・
丁
寧
に
法
門
を
教
示
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
書
簡

の
多
く
は
供
養
に
つ
い
て
の
礼
状
で
あ
る
、
礼
を
述
べ
る
に
と
ど
ま
る

手

紙

が
多

い

一
方

で
、

追

善

供

養

な

ど

の
仏

事

や
、

法

門

を
教

示

し

た

り

、
信

仰

生

活

の
あ

り

か

た

や
、

故

人

へ
の

お
悔

や

み
、

身

延

の
草

庵

で

の
生

活

の
報

告

な

ど
、
多

岐

に

わ

た

る
内

容

が
示

さ

れ

て

い

る

こ
と

が

分

か

る
。

さ

ら

に

書
簡

を
詳

細

に
検

討

し

て

い
く

こ
と

の
必
要

性

が

痛

感

さ

れ

る
。

【参

考
文
献

】

渡
辺
宝

陽

・
小
松
邦

彰
編

『
日
蓮

聖

人
全
集

』

(春
秋

社
)
、

渡
辺
宝
陽

『
日
蓮

の
手
紙
』

(筑
摩
書

房
)
、
北

川
前

肇

『
N
H
K
こ
こ
ろ
を

よ
む

書
簡

か
ら
み
た
日
蓮

』

(日
本
放
送
出
版
協

会
)
、
上

田
本

昌

『日
蓮

聖
人

に
お
け
る
法
華
仏
教

の
展
開
』

(平
楽
寺
書
店

)
、
庵
谷
行
亨

『
日
蓮
聖

人

の
こ

こ
ろ
』

(
日
蓮
宗
新
聞
社

)
、
宮
崎
英

修

『
日
蓮

と

そ

の
弟
子
』

(毎

日
新
聞
社

)
、
高
木
豊

『日
蓮

と
そ
の
門
弟
』

(
弘
文
堂
)
、
中

尾

尭

『日
蓮

宗

の
成
立

と
展
開

』

(吉
川
弘
文
館

)
、
今
成
元

昭

「日
蓮
聖
人

の
書
簡

に

つ

い
て
―
解
釈

上

の
二
三

の
問
題
―

」

(『
立
正
大

学
日
蓮
教
学
研
究

所
紀
要

二

〇
号
』
)
等
。

〈
キ
ー

ワ
ー
ド
〉

日
蓮

・
書
簡

・
遺
文

(立
正
大
学
日
蓮
教
学
研
究

所
研
究
員

・
文
博
)
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(146) Abstracts

41. The Lotus Sutra and Dogen 

Eryu KAWAGUCHI 

42. Shobogenzo hokketenhokke and Rongi 

Takao ISHIJIMA

In the"Shobogenzo hokketenhokke"(正 法 眼 蔵,法 華 転 法 華)we find the

expression'yokuryo shujo kai ji go nyu"(欲 令 衆 生,開 示 悟 入). It have been

thought that Dogen(道 元)quotes this expression from the"Hokekyo hoben-

bon"(法 華 経 方 便 品). However, I wondered about this, and investigated a

number of sources. As a result, I believe that Dogen(道 元)quoted this ex-

pression from the Shoulengyan yishuzhujing(首楞 厳 義 疏 注 経)of Zixuan(子

睿).

43. Nichiren Shonin's Propagation of the Lotus Sutra through his Writings 

Gyokai SEKIDO 

Nichiren's attitude was to vigorously promote his ideas. Focusing on en-

gaging in as much communication as he could with his followers, he was a 

prolific letter writer, thus producing a great volume of writings. A collection 
of about 280 of his authenticated works are contained in the volume The 

Complete Works of Nichiren Shonin, co-authored by Dr. Hoyo Watanabe and 

Dr. Hosho Komatsu. This volume is upheld as the standard for present-day 
research on Nichiren Shonin. There are about 260 works in the collection 

that are classified as letters, although some of these are quite lengthy and 
could be considrered as treatises or theses. My purpose for this presentation 
is to try to classify these letters by purpose and subject. 

44. On the Disclosure of the Core Transmission Teachings of the Taiseki-ji 

School Found in Nichikan's Writings 

Mikio MATSUOKA
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